
文化財専門委員
役　　 職 氏　　　 名 住　　 所

委 員 長 斉　 藤　 元　宣 下 中 小 野

副 委 員 長 福　 江　 芳　朗 沢　　 江

委　　 員 古　 屋　正　 資 市

〃 中　 尾　　　 清 中　　 村

〃 粟　畑　 貞 太郎 滝　　 坂

消防団分団長
住　 所 氏　　　 名

滝　　 坂 粟　 畑　 忠　 直

宗　　 頭 守　 永　　　 勇

兎 渡 谷 坂　 田　 粂　 明

上 中 小 野 篠　 原　　　 清

下中 小 野 宮　 垣　 達　 彦

市 中　 原　 庸二 郎

中　　 村 熊　 野　　　 勝

野 波 瀬 石　 津　 繁　 治

豊　　 原 山　 崎　　　 尚

小　　 島 朝　 枝　直　 人

浅　　 田 岩　 本　　　 稔

沢　　 江 大　 野　耕　 作

体 育 指 導 委 員
ブ ロ ッ ク等 氏　　　 名 住　　 所

第　　　 １ 田　辺　 英　 雄 樅 の 木

２ 田　中　　　 清 下 中 小 野

３ 中　 野　 貞　 夫 生　　 島

４ 山　 根　 邦　 夫 中　　 村

５ 石　 津　 新 一 郎 野 波 瀬

６ 浅　 野　 昭　 登 豊　　 原

７ 前　 田　 晃　 宏 浅　　 田

８ 西　 本　 秀　 司 小　　 島

９ 山　 崎　　　 正 沢　　 江

明 倫 小 学 校 河　 村　 英　 治 浅　　 田

浅 田 小 学 校 安　 森　 美　 嗣 通

三 隅 中 学 校 村　 岡　　　 純 豊　　 原

女 性 代 表 内　 田　 房　 子 野 波 瀬

/ / 真　 崎　 静　 江 上 中 小 野

社 会体 育推 進員
ブ ロ ッ ク 等 氏　　　 名 住　所 氏　　　 名 住　　 所

第　　　 １ 西　 村　　　 正 宗　 頭 村　 岡　 繁　 治 兎 渡 谷

２ 藤　 本　　　 明 麓 兼　 重　　　 良 下 中 小 野

３ 竹　 林　英　 雄 市 下　 瀬　 哲　 夫 津　　 雲

４ 湯　 野　武　 男 土　 手 作　 道　 通　生 湯　　 免

５ 磯　 野　 太　 郎 野波 瀬 宮　 崎　 定　 治 野 波 瀬

６ 大　 草　博　 輝 豊　原 水　 津　 俊　 彦 豊　　 原

７ 石　 村　寛　 行 浅　 田 河　 村　 元　 紀 平　　 野

８ 森　　　 孝　 彰 小　 島 梅　 月　 敏　 公 殿村 新 開

９ 馬　 場　 誠　 治 沢　 江 吉　 村　 茂　 夫 上　　 ゲ

社会教育委員兼公民
館運営審議会委員

氏　　　 名 住　　 所

中　 村　勇　 二 明 倫 小

松　岡　 紘　 子 宗　　 頭

岡　 本　長　 一 豊　　 原

池　 信　 宏　 證 野 波 瀬

和　　　 伊 津 子 浅　　 田

徳　 田　 照　 子 市

石　 村　一　 成 浅　　 田

中　 野　 市　 江 下中 小 野

熊　 野　　　 正 中　　 村

河　 本　莞　 爾 平　　 野

北　 村　　　 壽 野 波 瀬

辻　 野　茂　 樹 土　　 手

木　 村　　　 庄 上　　 ゲ

針　谷　 勇 治 郎 野 波 瀬

交通指導員
氏　　　 名 住　　 所

内　 山　 芳　 二 土　　 手

五　 嶋　　　 厳 豊　　 原

福　 田　 敏　 彦 宗　　 頭

末　 永　伊　 祐 市

入　 江　　　 寛 市

河　 田　 武　 志 豊　　 原

篠　 原　 政　 明 豊　　 原

河　 村　 秀　 幸 浅　　 田

伊　 藤　信　 正 沢　　 江
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Ｎ Ｉ Ｃ Ｓ（ ニ ッ ク ス ） は 、Newl y　I ndust r i al i z i ng

Count r y or  count r i es の 略で 、新 興工 業 国 ・ 地 域 群 と 訳 さ
れ てい ま す。 1960～70 年 代 、 輸 出主 導 型 成 長 政 策 によ り世 界

の 工業 生 産 お よ び 工 業 品 貿 易 にお い て 急 速 に シ ェ アを 拡 大 し
た 諸 地 域を さ し ま す。 ア ジ アで は 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 、 シ ン

ガ ポ ー ル な ど で す 。 こ れ らNI CS は 、 戦 後 、 安 い 労 賃 を 武

器 に早 くか ら輸 出 工 業 化 を 進 め 、 今 日 で は 軽 工 業 か ら重 化 学

工 業へ 、 さ ら に 先 端 産 業 の 一 部 を も取 り 込 み 産 業 構 造 の 高 度

化 を 推 進 し て い ま す 。 一 方 、 ＡＳＥＡＮ （ 東 南 ア ジ ア 諸 国 連

合 ）の う ち シ ンガ ポ ール を 除 く タ イ、 マ レ ー シ ア 、 フ ィ リ ピ

ン、 イ ンド ネ シア 、 ブ ル ネイ の 国 々 は 、 ま だ 農 業 が 主 で 、 輸
出 も一 次 産 品 に 頼 っ て い ま す が 、 次 第 に 製 造 業 の 比 率 を 高 め

工 業 化 に 向 け て 着実 に 前 進 し て い ま す 。
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